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中に存在するタンパク質である Choline-binding protein (Cbp) についての研究を行い、肺炎球菌 
(Streptococcus pneumoniae TIGR4) において cbpL 遺伝子欠失株と cbpJ 遺伝子欠失株の作製に成功し
た。この研究をさらに発展させ、病原性の有無や標的タンパクの性状を明らかにすることによって新
しい肺炎球菌ワクチン開発の基盤研究になると考えた。 
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【研究計画】 
1. 肺炎球菌遺伝子欠失株の作製 
(1) 標的遺伝子の上流および下流 1000 bp 程度の相同配列とスぺクチノマイシン耐性遺伝子 
(aad9) の 3つの配列をそれぞれ PCR法で増幅する。 
(2) PCR 法で aad9 遺伝子を間に挟むように 3つの配列を結合し増幅する。 
(3) できた DNAを肺炎球菌と混合し、コンピテンス刺激ペプチドを用いた形質転換を行う。 
(4) 形質転換処理後の菌をスぺクチノマイシン入りの寒天培地で培養する。 


















 選出したコリン結合タンパク質群について、これまでに機能が報告されていない 3 種類のタン
パク質を選出した。これらのコリン結合タンパク質について、肺炎球菌の菌株間における分布と
Signal P server を利用したシグナル配列の予測、MOTIFサイトを利用したドメイン検索を行った。 
申請先学部  歯学部 
採択番号  No. 4 
 遺伝子欠失株の作製 









 BLAST 検索の結果から、肺炎球菌の TIGR4株は 16種類のコリン結合タンパク質を持つことが示
された。文献検索の結果、16種類のコリン結合タンパク質の内、CbpJ, CbpK, CbpL の機能が未知で
あることが明らかとなった。全ゲノムが解読されている肺炎球菌 28 株のデータベースを用いて、
cbpJ, cbpK, cbpL の各遺伝子の分布を検索した。その結果、それぞれ 28 株中の 17 株、14 株、28 株
に遺伝子が存在した。さらに、cbpK では遺伝子が存在する 14 株中 4 株に、cbpL では 28 株中 2 株
にフレームシフト変異が存在した。一方、cbpJについてフレームシフト変異を持つ株は存在しなか
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M: DNA 分子量マーカー．WT: S. pneumoniae 
TIGR4 wild type strain. ∆cbpJ: S. pneumoniae 
TIGR4 ∆cbpJ strain. ∆cbpL: S. pneumoniae 
TIGR4 ∆cbpL strain. 
 
